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■バケツ稲づくりに挑戦中！ 

 

横浜南エリアではメンバーがバケツ稲づくりに挑戦中です！ 

4 月下旬、いただいた種もみを、2 日に 1 回水を交換しなが

ら 1 週間ほど水に浸けておいたら、にょろにょろっと白い

ヒゲが出てきました。これらをティッシュペーパーを湿らせ

たところに置き、緑の葉が出るまで日向に置いておきます。 

5 月になり、いよいよバケツを用意。土と水と肥料を混ぜて

10 分待ちます。元気に伸びている芽を選び、土の中に植え

ました♪ これが田植えですね！ 手が汚れるのをすごく嫌

う娘は一回植えたら「てがよごれちゃった〜。あとは、おか

あちゃんがやって」だそうです。庭の日が当たる場所に置い

ておきます。上手く成長してくれると良いな〜。（WM） 

今年度の横浜南エリア交流産地は、

JA いわて花巻です。5/13(土)～

14(日)の春の交流に、家族 3 人で参

加しました。山の木々に藤がからみ

ついているのが目立ちました。 

1 日目のイベントは田植え。泥に足

を取られながら、そろそろと田んぼ

に入り、3～5 本ずつ苗を植え付けて

いきます。なお、パルシステム組合員

が交流行事で作業するこの交流田の

お米は、収穫されると交流米として 

■JA いわて花巻 春の交流に行ってきました 

 

■横浜南センターより 

 

販売されます。 

夕食は、屋外の会場で交流会です。女

性生産者「小山田美女会」の皆さんが

作ってくれたお料理がずらりと用意

されていました。山菜が多く並んで

いて季節を感じます。 

2 日目は「育苗センター」見学からス

タート。まさにきのう田植えしたの

と同じ、この地域で植えられる苗を

作り出す場所です。ビニールハウス

で青々とした苗が育っている様子は 

今年度、センターでは色々なことにチャレンジしていま

す。花を飾り花言葉を掲示／地震に備えた情報掲示／バ

ケツ稲（お米で超えてく）／手作り味噌／コンポストの

土で花を育てる。チャレンジ項目は経過報告します。 

 

気持ちよく広がる芝生のようです。

苗をおみやげにいただきました。 

ビオトープ空間「メダカの里」の池で

は、ザリガニ釣りにチャレンジ。古民

家「南部曲がり家」も訪れました。 

産地を訪問するといつも、毎日食べ

ている物を作っている場所がある、

作ってくれる人がいるという当たり

前の、でも普段意識していないこと

を強く感じます。これからも産地の

ことをもっと知って、食べて応援し

ていきたいと思いました。（SR） 

 


